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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
 軟弱地盤上に盛土を施工した場合、基礎地盤内では側方流動と呼ばれる水平方向への変形が生じる。この

側方流動は、周辺地盤上または地中の構造物に多大な影響を及ぼす。そのため、盛土法尻部に矢板や連続壁

などの対策工を施す場合があるが、それに作用する側方土圧は対策工となる構造物の剛性によって異なる。

そこで本研究では、側方土圧が最大となる剛体構造物が対策工として設置された場合を取り上げ、盛土に伴

う粘土基礎地盤中の剛体構造物に作用する側方土圧を遠心模型実験によって調べる。なお、この様な側方土

圧を簡易に予測する方法として任ら１）は１G 模型実験を行い、その実験結果に基づいて半無限弾性地盤に対

する理論解を補正する方法を提案している。しかし、１G 模型実験では地盤の強度分布が深度方向に一様で

あり、実際の地盤とは異なる。そこで、本研究では遠心模型実験を行って任らが提案した方法の適用性を検

討し、また、深度方向に地盤の強度分布がある場合の側方土圧の評価法を提案する。 
２．弾性理論解と１２．弾性理論解と１２．弾性理論解と１２．弾性理論解と１GGGG 模型実験に基づく補正法の適用性模型実験に基づく補正法の適用性模型実験に基づく補正法の適用性模型実験に基づく補正法の適用性    
まず、弾性理論解と１G 模型実験に基づく補正法の適用性を遠心模型実験結果と比較することによって検

討する。遠心模型実験の詳細については紙面制約の都合上省略するが、文献２を参照されたい。また、弾性

理論解と１G 模型実験に基づく補正法については文献１を参照されたい。なお、結果の整理においては、盛

土を載荷する前の状態を初期状態として、それからの側方土圧の増分を載荷重で除して正規化し⊿σh/⊿ｐ

と表し、その経時変化において最大値の発生した時刻の深度方向分布を(⊿σh/⊿ｐ)max と表し、深度につ

いても地盤の初期層厚で正規化し、z/h で表した。図-1、図-2、図

-3、図-4 は、(⊿σｈ/⊿ｐ)max の安全率（載荷重）ごとの深度方

向分布の遠心模型実験結果、弾性理論解、１G 模型実験による補

正値及び遠心模型実験による補正値を表したものである。まず、

弾性理論解と遠心模型実験結果を比較する。図-1～図-4 より、弾

性理論解の⊿σｈ/⊿ｐの値は実験値に比べ、かなり小さいことが

わかる。この原因としては弾性理論解では地盤を半無限体として

いるため盛土法尻下の水平変位を許しているのに対し、実験では

盛土法尻下を完全拘束条件としているためである。一方、模型地

盤の深部においては、弾性理論解と実験値はほぼ一致している。

これは、弾性理論解においても地盤の深部では水平変位が小さく

なり実験との変形条件が近づいていることが原因として考えられ

る。また、弾性理論解は実験値に比べ地盤の深部における深度方

向への変化が小さい。その原因は、模型地盤では強度が深度とと

もに増加しているのに対して、弾性理論解では地盤の強度を深度

方向に一様としているためと考えられる。次に、著者ら１）が提案

している、弾性理論解を用いた側方流動圧の簡易予測法から側方

土圧を求め、遠心模型実験結果と比較する。図-1～図-4 より、い

ずれのケースにおいても１G 模型実験結果に基づく補正値は実験

値よりかなり大きい。この補正は、Fs＝1.4 程度の盛土荷重が載
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荷された場合を対象としたものであるが、図-3 の Fs＝1.41 の

場合にも補正結果は実験値とは大きく異なり、この補正方法で

は側方土圧を過大に評価しているといえる。 
３．遠心模型実験に基づく補正法３．遠心模型実験に基づく補正法３．遠心模型実験に基づく補正法３．遠心模型実験に基づく補正法    
弾性理論解から求めた⊿σｈ/⊿ｐの深度方向分布における最

大値の発生深度と最大値の大きさが実際の地盤で生じるものと

一致するように、弾性理論解の⊿σｈ/⊿ｐに深度に関する補正

係数と最大値に関する補正係数を乗じて深度方向分布を補正す

る。それはまず、(⊿σｈ/⊿ｐ)max の深度方向分布における最

大値とその発生深度について、それぞれ実験値と弾性理論解の

比を計算する必要がある。それを安全率ごとに実験値と弾性理

論解との関係を図示したものが図-5 である。また、ｚ/h＝０と

１の深度（模型地盤表面と底面）の弾性理論解は実験値とほぼ

同じであるため、この位置の補正係数は 1.0 とし、弾性理論解

の最大値及びその発生深度には図-5 により求めた補正係数を

そのまま乗じ、その間の深度においては、地盤表面または底面

から最大値発生深度までの補正係数を最大値及びその発生深度

に対して比例計算し、その値を弾性理論解に乗じて補正値とす

る。遠心模型実験による補正値と実験結果を比較すると、全て

のケースについて補正値が実験値の傾向をほぼ表しているとい

える。最大値発生深度と模型地盤の底部の間で補正値に比べ実

験値が小さくなっているが、これは、遠心力場での加速度分布

により、地盤内の鉛直応力は深度方向に直線的には増加せず、

地盤の深度方向の強度増加が直線的でないことの影響が含まれ

ていると考えられる。一方、地盤表面から最大値の発生深度ま

では補正値は実験値に近い値を示している。 
４．結論４．結論４．結論４．結論    
１）弾性理論解の(⊿σｈ/⊿ｐ)max は実験値に比べかなり小さ

い。この原因としては弾性理論解では地盤を半無限体としているため、盛土法尻下の水平変位を許して

いるのに対し、実験では盛土法尻下を完全拘束条件としていることが考えられる。 
２）模型地盤深部において、側方土圧の弾性理論解と実験値はほぼ一致している。これは弾性理論解におい

て深度が増加すると水平変位が小さくなり、実験値と変形条件が近づくことが原因であると考えられる。 
３）側方土圧の弾性理論解は実験値に比べ地盤深部における深度方向への変化が小さい。その原因は、模型

地盤では強度が深度とともに増加しているのに対して、弾性理論解は地盤の強度を深度方向に一様とし

ているためと考えられる。 
４）側方土圧の弾性理論解を遠心模型実験結果の側方土圧の最大値とその発生深度が一致するように補正し、

その他の深度については最大値及び深度を比例計算して補正した結果は、全てのケースの実験値の傾向

を表している。 
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